
第 24回孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム幹事会

議事次第 
令和７年１月 15 日（水） 

１７：００～１８：００  

（オンライン開催 ）

１．開会 

２．報告事項 
（１）分科会等

・令和６年度 NPO法人等調査について

・分科会１について

・分科会３について

（２）その他

・令和６年度第２回シンポジウムについて

・令和６年度通常総会関連イベントについて

・令和７年度予算案、令和６年度補正予算について

３．議題 

（１）令和６年度通常総会議題及び議案について

（２）令和７年度孤独・孤立対策強化月間について

４．その他 

５．閉会  

【配付資料】 
資料１  令和６年度 NPO法人等調査について  

資料２  分科会１について 

資料３  分科会３について 

資料４  令和６年度第２回シンポジウムについて 

資料５   令和６年度通常総会関連イベントについて 

資料６  令和７年度予算案、令和６年度補正予算について 

資料７  令和６年度通常総会議題及び議案について 

資料８  令和７年度孤独・孤立対策強化月間について 
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孤独・孤立対策に資する NPO 法人等への調査 
第 24 回幹事会 報告資料

令和 7 年 1 月 15 日（水） 

■再掲）調査概要（前回幹事会報告資料より抜粋）

□目的

地方版 PF の水平的連携へ向けたアクション、及び、その際の課題や対応策を事例収集し、

横展開へ向けて発信する。

□調査項目

地方版 PF を設立/運営する上で、水平的連携を図るために実施したアクションは何か。

以下の 5 つをポイントとして仮設定し、各事例を収集する。

①部局横断的な連携体制の構築(庁内)
②首長、或いは、権限をもつキーパーソンの巻き込み(庁内外)
③これまで連携実績のない民間団体の巻き込み（庁外）

④自治体と関係機関による課題の議論や施策の設定(庁内外)
⑤自治体と関係機関による自立的かつ対等な連携と協働による施策の推進(庁内外)
□調査結果を届けたい相手

・PF を設立することになったが何をすれば良いかわからない自治体担当者

・PF を設立したものの上手く運営出来ない自治体担当者 等

■報告）進捗状況

・12 月 9 日に担当幹事会を開催し、報告書の全体構成/伊勢市・尾道市・宇和島市のヒアリ

ング内容に基づくメッセージや体裁の検討を実施した。

・現在調査報告書を作成中。次回担当幹事会を 1 月下旬に開催し、2 月中に最終完成予定。

■報告）報告書の全体像（案）

・2 部構成としつつ、第 2 部：事例集は自治体担当者等へ単体共有可能な体裁とし、彼らが

活用しやすい環境を創出する。

ー第 1 部：調査概要 
ー第 2 部：事例集 
・第 2 部：事例集では、自治体担当者等に孤独・孤立対策や地方版 PF の重要性を改めて理

解いただくと共に、「そうは言ってもどうすれば良いのかわからない」という悩みや迷いに

寄り添って、うまく進める（＝水平的連携を図る）ための 5 つポイントと各事例と提示す

る。
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以上 
 
 
 
 

 
1 内閣府「孤独・孤立対策推進法の施行について（通知）（令和 6 年 2 月）」より地方版 PF の特徴

等を概要等を引用しつつ、詳細は通知本文へ誘導。 

(5)自治体と関係機関による自

立的かつ対等な連携と協働に

よる施策の推進(庁内外) 
※構成は(1)に同じ 

(6)コラム 
ー3 自治体＋1NPO のヒアリ

ング内容を対話形式で掲載 
※(1)〜(5)の終わりにバラけて

掲載する可能性もあり 
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令和６年12月４日

令和６年度
「つながりサポーターの養成に必要な

手法等に関する調査等業務」

第３回 つながりサポーター養成講座検討会
（第２回 こどもWG）

【資料２－１】
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検討会 委員一覧

（五十音順、敬称略）

＜有識者委員＞

井 澤 徹 特定非営利活動法人新公益連盟

石 井 綾 華 特定非営利活動法人LightRing. 代表理事

川 口 寿 弘 鳥取県鳥取市 総務部人権政策局 次長／中央人権福祉センター 所長

北 村 肇 特定非営利活動法人地域共生政策自治体連携機構 事務局 次長

清 水 達 也 一般社団法人日本産業カウンセラー協会 執行理事

根 岸 督 和 特定非営利活動法人あなたのいばしょ 理事長

原 田 正 樹 日本福祉大学 学長

＜こどもWG有識者＞

松 浦 直 己 三重大学教育学部特別支援教育コース 教授

横 山 美 江 大阪公立大学大学院看護学研究科 教授

内閣府 孤独・孤立対策推進室
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令和６年12月

こども版テキスト
第二回検討会からの主な変更点について

（抜粋）

【資料２－２】
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No. 内容 時間と流れ

1 はじめに
目的：今日学習する題材について知る
 この時間で「何を学ぶのか」「つながりサポーターとは何か」に

ついて説明
３分

2 ワーク①

目的：孤独について、「自分ごと」化するとともに、みんなそれぞ
れ感じ方が違うことを体感する。
 写真やスライドを用いてどの写真・イラストが「孤独」と感じる

か考える。
 数人のチームで「どの写真が孤独と感じたか」「なぜそう感じた

のか」を共有しあう

10分
 ２分：ワークの説明と導入、自分で考える時間(１分）
 ８分：
 近くの人４人程度のグループになる。
 (先生）「写真・イラストAを選んだ人手を挙げて」と

いう形で選んだ写真に手を挙げてもらう
 各グループで共有し合う

3 解説

目的：孤独・孤立について知る
 ワークを受けて、「孤独・孤立」とはどういうことか、感じ方も

それぞれ異なる。誰にでも起こること、その中で、ちょっとした
「つながり」が大事であることをを説明。

12分

4 ワーク②

目的：困ったときにどうするかイメージがつく
 テキストは「困ったときどうする？」の項にワークの内容を追加

が必要
 ワークシートを用いて「自分が困った時」「周りの人が困ってい

た時」や、「自分にどんなことができる」を考え、記入してもら
う。
※場面が思いつかない生徒用に事例を出しながら説明。

 相談窓口の紹介。スクールカウンセラーがいる曜日や「あなたは
ひとりじゃない」のチャットボット紹介。

13分
 2分 ワークの説明
 5分 ワークシートに記入

※人には言いたくない困りごとを抱えている子もいる可能
性があるため発表はしない。

5 まとめ

目的：全体のまとめ（困ったときどうする）と窓口の紹介

 まとめとして、「抱え込まないこと」等が大切であることを伝え
る。

※「みんなで支え合う社会の方が良いよね」といったポジティブな
メッセージで終わる。

２分

テキストの構成について
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令和７年１月15日

令和６年度
「つながりサポーターの養成に必要な
手法等に関する調査等業務」

第４回 つながりサポーター養成講座検討会
（第３回 こどもWG）

【資料２－３】
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検討会 委員一覧

（五十音順、敬称略）

＜有識者委員＞
井 澤 徹 特定非営利活動法人新公益連盟
石 井 綾 華 特定非営利活動法人LightRing. 代表理事
川 口 寿 弘 鳥取県鳥取市 総務部人権政策局 次長／中央人権福祉センター 所長
北 村 肇 特定非営利活動法人地域共生政策自治体連携機構 事務局 次長
清 水 達 也 一般社団法人日本産業カウンセラー協会 執行理事
根 岸 督 和 特定非営利活動法人あなたのいばしょ 理事長
原 田 正 樹 日本福祉大学 学長

＜こどもWG有識者＞
津 田 顕 吾 さいたま市教育委員会 教育研究所 所長

内閣府 孤独・孤立対策推進室
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令和７年１月15日

こども版テキスト
第３回検討会からの主な変更点について

（抜粋）

【資料２－４】
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特にご意見をいただきたい点

①資料２で提示しているイラストは適切か。

②小学校、中学校で使用するテキストとして分量は適切か。

③その他、表現に不適切な部分はないか。例えば以下の点など。

【資料２ 10ページ】
 下から３行目の「親が忙しくて」について、記載がなくても意味が通じるため、不要と考えるがどうか。
 下から２行目の「隣の家の人と深く関わらなくなったこと」について、都心部と地方部で状況が異なることが想定され

るが、記載として適切かどうか。

【資料２ 14、15ページ】
 「自分や周りの人が困った時について」のワークについて、「自分が困った時」、「周りの人が困った時」で、空欄の枠を

２つずつ用意しているが、多すぎないか。空欄の枠は１つだけでも良いのではないか。

【資料２ 17ページ】
 下から１行目の「大人に伝えることも方法の一つです」について、伝える相手は必ずしも大人に限られないため、「周

りの人」としても良いのではないか。

【資料２ 24ページ】
 下から３行目の『こういったことが、「つながりサポーター」の役割です』という表現について、おとな版のテキストにおいて

も「役割」とは言い切っておらず、例えば『「つながりサポーター」のできることです』など、表現を緩めてはどうか。
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悩みや困りごとがある時
あなたは誰かに相談できますか？

報告資料

こども若者★いけんぷらす
いけんひろば

2024年度「こども若者★いけんぷらす」事業

2024年11月15日（金）～12月1日（日）アンケート開催
2024年11月23日(土)対面開催

2024年11月25日（月）オンライン開催

【資料２－５】
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4

アンケートの質問内容
年代
性別
あなたには困った時に頼れる人はいますか。
あなたは普段生活している中で、不安や悩みを感じることはありますか。
（問４で「ある」と回答した方のみ）不安や悩みはどのような内容ですか。
前の質問の「その他」について詳しく教えてください。
あなたは不安や悩みを誰かに相談することができますか。
（問7で「いいえ」と回答した方のみ）不安や悩みを相談できないのは、あなたがどのような気持ちになるからですか。
（問7で「はい」と回答した方のみ）あなたは誰に相談をしますか。
前の質問の「その他」について詳しく教えてください。
あなたは不安や悩みを相談することについて、どのように感じますか。
前の質問の「その他」について詳しく教えてください。
あなたは不安や悩みを抱えている人のための相談窓口を知っていますか。
（問13で「知っている」と回答した方のみ）相談窓口を利用したことがありますか。
（問14で「利用したことがない」と回答した方のみ）相談窓口を利用したことがない理由は何ですか。
前の質問の「その他」について詳しく教えてください。
あなたは、まわりに不安や悩みを抱えている人がいたら、積極的に声掛けや手助けをしようと思いますか。
（問17で「しようと思わない」、「わからない」と回答した方のみ）その理由をお答えください。
前の質問の「その他」について詳しく教えてください。
あなたはどの程度、孤独であると感じることがありますか。
現在の孤独感（問16で回答した状況）に強く影響を与えたと思われる出来事はどれですか。
前の質問の「その他の出来事」で選んだ出来事について詳しく教えてください。

Q１

④孤独を感じる
ことについて

Q２

Q３

Q４

Q５

Q６

Q７

Q８

Q９

Q10

Q11

Q12

Q13

Q14

Q15

Q16

Q17

Q18

Q19

Q20

Q21

Q22

③悩みや不安を
抱えている人への
サポートについて

②相談窓口に
ついて

①不安や悩みを
相談することに

ついて
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２．相談窓口について

12出典：厚生労働省作成 「主な相談窓口一覧」 https://www.mhlw.go.jp/content/000787909.pdf-33-































































令和６年度の取組として、本年１月～２月の期間において、
自治体、民間企業、民間団体等の協力のもと、全国各地２４カ所で養成講座を実施する予定である。

1

令和６年度における実施について

実施協力団体 開催日時

都道府県 秋田県

都道府県 群馬県

都道府県 埼玉県

都道府県 神奈川県

都道府県 富山県

都道府県 滋賀県

都道府県 広島県

都道府県 徳島県

都道府県 長崎県

市町村 熊本市

市町村 仙台市

市町村 川口市

実施協力団体 開催日時

市町村 福井市

市町村 春日井市

市町村 福山市

民間企業 東京海上日動火災保険

民間企業 株式会社ハピクロ

民間団体 一般社団法人ひふみよ（北海道）

民間団体
社会福祉法人袖ケ浦市

社会福祉協議会（千葉県）

民間団体 一般社団法人こども宅食応援団（東京）

民間団体 社会福祉法人京都総合福祉協会（京都）

民間団体 一般社団法人Re-Start Project（大阪）

民間団体 認定NPO法人わかやまNPOセンター（和歌山）

民間団体
特定非営利活動法人

フードバンク北九州ライフアゲイン（福岡）

＜実施予定団体＞

【資料２ー７】
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実施協力団体 開催日時 参加者 参加人数 開催方式

日本工学院専門学校
令和６年2月２日（金）

１３時１０分～１４時２５分
ミュージックアーティスト科 1年生・2年生 79名 対面

山形県鶴岡市
令和６年２月９日（金）

14時00分～１５時００分
社会福祉協議会、民生委員、市役所の職員など 46名 対面

北海道登別市
令和６年２月16日（金）
１４時４０分～１５時５５分

民生委員、児童委員、地域包括支援センター職員、
市役所職員等

46名 対面

奈良県生駒市
令和６年２月21日（水）
１０時００分～１１時１５分

民生委員、児童委員、地域包括支援センター職員、
市役所職員等

19名 対面

日本生命保険相互会社
令和６年２月26日（月）
１７時30分～１８時４５分

日本生命保険相互会社の社員 58名
対面・オンライン
（ハイブリッド開催）

つながりサポーターの確保・養成に必要な手法の調査の一環として、作成した養成テキストをもとに、
「つながりサポーター養成講座」の試行を全5回実施した。
学校、企業、自治体にて実施し、学生や職員、地域の人などを対象に行った。詳細は以下のとおり。

2

（参考）令和５年度における試行実施について
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2 
 

3, 県別総電話数(2024 年 12月 25 日 10時～2025 年 1 月 4 日 10時) 

 

 

 

 

 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500 4,000

北海道

青森県

秋田県

岩手県

宮城県

山形県

福島県

新潟県

長野県

群馬県

栃木県

茨城県

東京都

神奈川県

千葉県

埼玉県

山梨県

愛知県

静岡県

岐阜県

三重県

富山県

石川県

福井県

大阪府

京都府

滋賀県

奈良県

和歌山県

兵庫県

岡山県

広島県

島根県

鳥取県

山口県

香川県

徳島県

高知県

愛媛県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

総コール数（都道府県別）

12月25日10時～1月4日10時
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1 

令和 6 年度 第 2 回シンポジウム 

「らしさ」と孤独・孤立 

開催のご案内 

■開催概要

・日時 令和 7 年 1 月 24 日（金）15:10～18:10 

・開催方法 YouTube によるライブ配信 

・対象者 孤独・孤立対策に取り組まれている地方公共団体/社会福祉協議会/NPO 法人等 

※PFの会員ではない方もご参加いただけます。

・参加費 無料（事前申込制）

・参加方法 オンラインフォームまたは QR コードより 1 月 21 日（火）正午までに申込みください。

※同団体から複数名が参加される場合も 1 名ずつ申請ください。

※開催前日までに視聴用 URL 等をメールにてお送りさせていただきます。

https://forms.gle/mXZr9ecMmWKDpqRN9

■開催目的

令和 6 年 4 月 1 日に孤独・孤立対策推進法が施行され、関係府省庁、地方公共団体及び NPO 等が有

機的に連携して幅広く具体的な取組を総合的に実施し、社会のあらゆる分野に孤独・孤立対策の視点を

入れることを徹底していくことがより一層求められています。 
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内閣府孤独・孤立対策推進室 令和６年度補正予算

○孤独・孤立を抱えた人が支援につながり続ける環境整備 410
ＩＴを活用した全国統一相談窓口から地域の支援につながるサステイナブルな孤独・孤立相談の仕組

みの開発、「つながりサポーター」養成講座のより広い層への実施とともに、令和７年５月の強化月間
における社会全体の孤独・孤立対策に係る国民の意識を高めるための集中的な広報に向けた事前準備を
進め、孤独・孤立を抱えた人が支援を求めやすい社会環境整備を目指す。 

○地域における孤独・孤立対策に関するＮＰＯ等の取組モデル調査 240
誰にでも起こり得る孤独・孤立の問題に対しては、予防等の観点から、地域の多様な主体の連携を通

じた日常生活環境での緩やかなつながりや居場所の確保が重要になるため、こうした孤独・孤立の予防
や早期対応に資するＮＰＯ等の取組モデルを構築し、全国展開を図るとともに、効果的な支援方法等の
検討を行う。

○社会参加活躍支援等孤独・孤立対策推進交付金 2,400
孤独・孤立対策の安定的・継続的な推進に向けて、地方における官・民・ＮＰＯ等の連携による孤独・

孤立対策の推進を支援するとともに、就職氷河期世代を含む中高年層については、地方自治体が個々人
の状況に合わせて行う支援を後押しする。 

【単位：百万円】
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令和６年度通常総会 議題及び議案について 

１．令和６年度通常総会議題及び議案について 

令和６年度通常総会に関して、議題及び議案について下記を想定（詳細は別紙参照） 

【議題】 

（１）令和６年度事業報告及び令和７年度事業計画（案）

【議案】 

（１）令和６年度事業報告及び令和７年度事業計画（案）

２．令和６年度通常総会議長について 

 R5.2.16申し合わせにより幹事会参加団体一覧順で持ち回り（やむを得ず欠席の場合は

次順位団体を繰り上げ） 

そのため、令和６年度通常会は、①日本 NPOセンター吉田氏（欠席の場合は繰り上げで

②NPO法人あなたのいばしょ根岸様）が、議長の予定となります。

参考：令和４年度通常総会、令和 5年度通常総会の議長 

〇令和５年 3月 14日 令和４年度通常総会 

全国社会福祉施設経営者協議会 谷村副会長 

〇令和６年 3月 19日 令和５年度通常総会 

 新公益連盟 井澤様 ※日本 NPOセンター吉田様欠席のため繰り上げ 

参考：幹事会参加団体一覧 

団体名 

全国社会福祉協議会 

全国社会福祉法人経営者協議会 

認定 NPO 法人日本ＮＰＯセンター 

NPO 法人新公益連盟 

NPO 法人あなたのいばしょ 

（ＳＮＳ相談コンソーシアム） 

NPO 法人自殺対策支援センターライフリンク 

一般社団法人 日本いのちの電話連盟 

一般社団法人 社会的包摂サポートセンター 

（よりそいホットライン）  

一般社団法人生活困窮者自立支援全国ネットワーク 

認定 NPO 法人全国子ども食堂支援センター・むすびえ 

一般社団法人 全国フードバンク推進協議会 

認定 NPO 法人しんぐるまざあず・ふぉーらむ 

（シングルマザーサポート団体全国協議会）

NPO 法人全国女性シェルターネット 

NPO 法人子育てひろば全国連絡協議会 
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３．スケジュール案 

 ・1月 15日幹事会 議題及び議案確定 

 ・2月～      会員事前メール表決（20日間ほど） 

 ・3月中旬     3月通常総会  ※通常総会の日程は調整中。 

（・3月 19日 幹事会） 

 

参考：令和５年度通常総会にかかるスケジュール 

（・1月 18日～幹事改選臨時総会） 

 ・2月 20日 臨時幹事会（議題及び議案について） 

・2月 21日～3月 11日 会員出欠確認、事前表決（20日間ほど） 

 ・3月 13日 幹事会（事前表決結果） 

 ・3月 19日 通常総会 

 

 

《参考資料：規約 ※関係個所抜粋》 
（総会の構成） 

第９条 本会の会員をもって構成する総会をおく。 

（総会の機能） 

第１０条 総会は、この規約に別に定めることのほか、次の事項を議決する。 

（１）規約の変更 

（２）幹事の選出 

（３）その他、本会の目的を達成するために必要な事項を検討する。 

（総会の開催） 

第１１条 通常総会は、毎年度１回開催する。 

２ 幹事会が必要と認めた場合、臨時総会を開催することができる。 

３ 幹事会は、会員総数の２割以上の会員から総会の開催を求められた場合、臨時総会を開催しなければならない。 

４ 議長は出席会員の互選により選出する。 

（総会の招集） 

第１２条 総会は、幹事会が招集する。 

（総会の定足数） 

第１３条 総会は、会員の 1/4 の出席をもって成立するものとする。 

２ 前項の出席者には、表決の委任をしたものも含む。 

（総会の決議） 

第１４条 総会の議事は、議決に加わることのできる総会出席会員の過半数の賛成により決定する。 

２ 議長は採決に加わることができない。ただし、賛否が可否同数の場合は、議長の決するところによる。 

３ 総会に出席しない会員は、あらかじめ通知された事項について、書面をもって出席する会員を代理人として表決を委任すること

ができる。 

４ 総会の議事に対して、電子メールによる意思表明もできるものとする。電子メールにより一つ以上の議案に対して賛否の意思表

明を行った会員については、総会出席会員として数える。 

（議案の提案権） 

第１５条 総会への議案は幹事会が提案する。 

２ 前項の規定にかかわらず、第１１条第３項の請求を行った会員は、その総意にかぎり議案を提出することができる。 
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孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム 

令和６年度 通常総会 

 
令和７年●月●日（●） 

（オンライン事前表決） 

 

【議題】 

（１）令和６年度事業報告及び令和７年度事業計画（案） 

 

【議案】 

（１）令和６年度事業報告及び令和７年度事業計画（案） 

  ※別紙資料参照 

《議案概要》 

  ・令和６年度事業報告（案） 

     令和６年度「孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム」の事業内容について

まとめるもの（なお、一部表決後に実施予定の項目及び実績数等について総会時

までに直近実績を追加反予定）。 

・令和７年度事業計画（案） 

   令和６年度事業報告（案）をふまえ、令和７年度「孤独・孤立対策官民連携プ

ラットフォームの事業計画についてまとめるもの。特に、令和７年度について

は、令和６年度までの事業内容をふまえ、つながりサポーター養成の拡充などを

予定し、これらを主眼として事業計画を策定するものである。 
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孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム 

令和６年度事業報告（案） 
1．幹事会  

 幹事によって構成する幹事会を全７回開催。孤独・孤立対策官民連携プラットフォームの運営、

各種事業に必要な事項の議論・決議の他、孤独・孤立対策に係る情報共有を実施した。 

 

2．各種事業 

(1)複合的・広域的な連携強化活動  

〇分科会開催 

・ 令和４年度から設けている分科会について継続して実施した。各分科会のテーマ、開催状

況は以下の通り。 

－分科会 1「「声を上げやすい・声をかけやすい社会」に向けた取組の在り方」 
    ・分科会１を 5 月 14 日、〇月〇日開催。担当幹事会を 4 月 17 日、7 月 22 日開催。 

   ・つながりサポーター養成講座検討会を分科会１の下に設け、9 月 3 日、10 月 29 日、12 月 

４日、〇月〇日、〇月〇日開催。 

－分科会 2「きめ細やかな支援や、地域における包括的支援に向けた行政(国、地方)・ 民

間・NPO 等の役割の在り方」 
・担当幹事会を 7 月 31 日開催。 

－分科会 3「相談支援に係る実務的な相互連携の在り方」 
    ・分科会 3 を〇月〇日開催。担当幹事会を４月 19 日、10 月 7 日、11 月 8 日開催。 

 ・①5 月 2 日～5 月 7 日、②12 月 25 日～１月 4 日の期間において「孤独・孤立相談ダイヤ

ル」を実施（電話相談・メール相談と併せて、①についてはメタバース内での相談を実施。

②についてはチャット相談を実施）。 

  

(2)孤独・孤立対策に関する全国的な普及活動 

〇シンポジウム開催 

・ 幹事会を中心に企画提案・検討を行いつつ、以下の内容で全２回オンライン YouTube 配信

で開催。 

・ 各シンポジウムタイトルと開催日時・事前申込者数及び当日視聴回数は以下のとおり。 

－第 1 回「孤独・孤立対策のこれまでとこれから～『連携・協働』について考える～」 

令和 6 年 11 月 6 日(水)15:00-18:00 事前登録者 884 名、当日視聴回数 845 回 

－第 2 回「『らしさ』と孤独・孤立」 

令和 7 年 1 月 24 日(金) 15:10-18:10 事前登録者数●名、当日視聴回数●回 

〇孤独・孤立対策強化月間（以下、「月間」）（５月） 

・ 全国のＰＦ会員、自治体、社会福祉協議会、ハローワーク、鉄道駅、サッカークラブ等に月間

ポスターの配布・掲示を行った。 
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・ ５月に月間特設メタ―バース「ぷらっとば～す」を開設し、孤独・孤立相談ダイヤル、100 万

人のクラシックライブ配信、つながりサポーター養成講座、ファンドレイジング講座等を行うと

ともに、全国から登録された月間の取組の紹介、孤独・孤立対策につながる団体の紹介動

画・紹介マンガを作成し、展示を行った。 

〇孤独・孤立対策に資する官民・民民連携による特色ある取組の推進 

・ 孤独・孤立対策に資する取組事例の追加募集を行い、19 件の回答を得た。令和５年度の取

材事例、NPO 等取組モデル調査の事例をあわせて、2 事例の好事例の動画を作成し、6 事

例の取材を行い、記事を作成して一般向けに公表。2 事例を動画形式で、6 事例をパワーポ

イント形式で整え一般向けに公表。●事例をエクセルリストにて、プラットフォーム会員限定

に公表した。 

〇つながりサポーター養成 

・ 令和５年度の試行実施をふまえて、本格実施として、24 団体での養成を実施。あわせて、有

識者による検討会にてこども向けテキストや受講証明グッズ等の検討を実施。 

 

 (3)情報共有、相互啓発活動 

〇会員向け情報共有・情報発信 

・ 会員に対し、内閣府孤独・孤立対策推進室の活動紹介や孤独・孤立対策官民連携プラット

フォーム参加府省庁・会員団体からの情報を、月 1-2 回程度メールマガジン形式で情報提

供。 

〇事務局訪問記 

・ 孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム会員の事務所に事務局職員が訪問し、日々の活

動や考えなどを伺い、その内容を孤独・孤立対策推進室の SNS 等にて紹介。2 団体への訪

問を実施。 

〇孤独・孤立対策に関する NPO 法人等への調査 

・ 各地域での孤独・孤立対策官民連携プラットフォームの成功要因、ボトルネックを明らかに

するため、地方版「孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム」推進事業対象団体からピック

アップし、尾道市、伊勢市、宇和島市の３自治体を対象として、現地ヒアリング調査を実施。 

〇勉強会 

・ 孤独・孤立対策における連携についての知識を深めるため、自治体職員を対象に、NPO 等

との協働におけるポイントや留意点にかかる勉強会を実施。 

・ 年末年始の孤独・孤立相談ダイヤル及びチャット相談の実施に際し、自治体職員を対象に、

各種相談の仕組みや体制についての情報提供をデモ形式で行う勉強会を実施。 

 

(4)その他 

〇会員募集 

・ 会員募集チラシを更新し、ホームページ掲載などを通じて通年で会員を募集。令和 4 年 2

月 25 日設立当初、会員数は 183 団体（会員 89 件、協力会員 87 件、賛助会員 7 件）、令

和６年 3 月 31 日時点、会員数は 559 団体（会員 368 件、協力会員 152 件、賛助会員 39
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件）。 

・ 令和７年３月１日現在、会員数は●団体（会員●件、協力会員●件、賛助会員●件）。 

 

3．総会 

 ３月●日に通常総会を開催し、令和６年度事業報告や、令和７年度事業計画(案)、その他の事

項について確認、決定する。 

あわせて、関連イベントとして「若者支援と孤独・孤立対策」を開催。 
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1 
※下線は追加・新規の取組 

孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム 

令和７年度事業計画（案） 
 

目的 

孤独・孤立対策に取り組む多様なＮＰＯ等支援組織間の連携及び官民の水平的連携を

強化することにより、孤独・孤立対策の取組の推進につなげることを目的に取組を実施。 

 

1．幹事会  

 幹事によって構成する幹事会を隔月を基本として開催。孤独・孤立対策官民連携プラット

フォームの運営、各事業に必要な事項の議論・決議の他、孤独・孤立対策に係る情報共有

を実施する。 

 

2．各種事業 

(1)複合的・広域的な連携強化活動  

①分科会開催 

• 孤独・孤立対策官民連携プラットフォームの会員間で共通する課題に対する解決策

等の検討に関する活動を行うことを目的に設けられた分科会ごとに、孤独・孤立対

策に係る課題等に関する議論や取組を実施する。また必要に応じて重点計画やい

わゆる「骨太の方針」に反映していくことも視野に入れて議論を進める。 
• 各分科会のテーマは以下の通り。 

ー分科会１「「声を上げやすい・声をかけやすい社会」に向けた取組の在り方」 

ー分科会 2「分科会２「きめ細やかな支援や、地域における包括的支援に向けた行

政（国、地方）・民間・NPO 等の役割の在り方」 

ー分科会 3「相談支援に係る実務的な相互連携の在り方」 

②孤独・孤立相談ダイヤル 

  ・  これまでの試行実施をもとに、年末年始等のニーズが高まる時期に集中的な相談

体制を構築するため、＃９９９９統一ダイヤルによる孤独・孤立相談ダイヤルを実

施。あわせて、チャット相談等の併用を図るとともに、IT 技術を活用した相談業務の

効率化について検討する。 

 

 (2)孤独・孤立対策に関する全国的な普及活動 

①シンポジウム開催 

• 孤独・孤立対策及び官民連携プラットフォームの諸活動に関連して、テーマ及び企

画内容を検討し、PF 会員、自治体、NPO 等支援団体等を対象としたシンポジウム

を３回程度開催し、機運の一層の醸成や好事例の横展開等に取組む。 

②孤独・孤立対策強化月間（５月） 
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2 
※下線は追加・新規の取組 

• 会員をはじめとする多くの団体ほか、全国での孤独・孤立施策の活動についてキャ

ンぺ―ン等のイベントを企画し、各デジタルツールの活用を図りながら、孤独・孤立

対策強化月間において、集中的な広報・啓発活動の実施を図る。 

③孤独・孤立対策に資する官民・民民連携による特色ある取組の推進 

• 令和５及び６年度の実施をふまえて、引き続き孤独・孤立対策に資する官民・民民

連携による特色ある取組事例の収集、蓄積を図りつつ、会員をはじめ自治体や関

係機関等へ秀逸なものを含め紹介を行う。 

④つながりサポーター養成 

• 全国での一般市民向け養成講座の実施拡大を図る。また、令和６年度から検討を

始めたこども向け講座の試行実施等、内容の充実についても検討を図る。 

 

(3)情報共有、相互啓発活動 

①会員向け情報共有・情報発信 

• 会員に対し、内閣府孤独・孤立対策推進室の活動紹介や孤独・孤立対策官民連携

プラットフォーム参加府省庁・会員団体からの情報を、月 1-2 回程度メールマガジ

ン形式で情報提供。また、会員用サイト等の Web ページの充実を図り、一般及び

会員向けの情報共有・発信の充実等、利便性向上を図る。 

②事務局訪問記 

• 孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム会員の事務所に事務局職員が訪問し、

日々の活動や考えなどを伺い、その内容を孤独・孤立対策推進室のＸ、メールマガ

ジン、Web ページ等にて紹介。 

③孤独・孤立対策に関する NPO 法人等への調査  

• ＮＰＯ等支援組織間及び官民の連携に向けた基礎資料を得、好事例の横展開を図

ることを目的に、孤独・孤立対策に資する NPO 法人等の活動状況・先進事例・課題

の把握などを実施。 

• 実施する調査方式については、孤独・孤立対策に資する活動に着目し、全国の圏

域に所在する NPO 法人・社会福祉法人・一般社団法人・一般財団法人・株式会

社・任意団体等に対して、その効果や要因等に関するアンケート調査及び現地ヒア

リング調査等の選択肢を含め、担当幹事とあわせて詳細内容を検討の上、実施す

る。 

④勉強会 

• 地域ごとに PF 会員及び自治体等を対象として、孤独・孤立対策、地方での PF の

取組、連携等について意見交換や学びを深めるための勉強会などを実施し、孤独・

孤立に係る基礎的な知識を深める。 

  

3．総会 

 令和７年度事業報告や、令和８年度事業計画（案）、その他の事項について確認、決定

する「令和７年度孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム通常総会」及び、関連イベントを
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3 
※下線は追加・新規の取組 

開催する。 
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① 周知ポスターデザイン案 【共有】
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